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第７１回数学教育実践研究会

平成２１年１１月２８日

「データの分析」の指導について（数学Ⅰ）

北海道小樽桜陽高等学校

若 林 理一郎

１ 「企業から見た数学教育の需要度」（※１）

（表）新入社員が大学で学んできてほしい数学の分野

→統計に対する企業の需要はかなり大きい

しかし、実際には、現行の学習指導要領

では、時間数・内容減少。

（世界の流れとは "逆行"）

２ 企業から見た算数・数学の必要度や期待（※２）

○企業から見た社員が仕事で算数・数学を活用する場面

・どの業種でも予算管理･決算･財務･各種分析など、統計的処理で活用する場面が最

も多い。

・技術部門では，設計や構造計算，強度計算などでよく利用されている。

○企業が期待している人間像

「数が分かり計算ができ、データに基づいて予測でき、論理的に考えられ，判断力が

あり，統計ができ，簡潔に表現できる」人材

３ 統計教育の必要性（※３）

○身の回りの情報の取捨選択を行いながら私たち国民一人一人が正しい判断や価値選択

を行うための適切な教育行政が期待

○確かなデータに基づき不確実性を科学的に分析することで持続可能社会の発展に寄与

する科学者や技術者，データに基づく論理的な議論で国際社会をリードする人材およ

び公開された統計資料を正確に受け止め正しく理解できる国民の養成

→統計リテラシィを深める教育体系が必要不可欠

分 野 選択比率
（文系）

選択比率
（理系）

統計学 72.2% 77.8%
プログラミング 49.4% 77.2%

何でも良い 32.3% 0.0% 

微分積分 23.2% 44.5%

計画数学 22.1% 36.2%

線形代数 16.7% 33.7%

その他 4.6% 2.6%

数学史 0.4% 0.0%
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４ 統計教育と統計リテラシー（※４）

○統計教育の目的 → 統計リテラシーの形成

○統計リテラシーとは？

① 統計的な知識理解と技能

② 統計的探究能力

③ 統計的な見方・考え方

統計を学習や生活において適切に利用し，目的に応じてさまざまな問題の発見や

解決に，統計的な見方・考え方で課題解決にあたるセンス，感性。

５ 「統計的探究マインド」と「統計的探究プロセス」（※４）

→「統計」の学習活動を通し

て、これらの能力の育成が

できる！

（数学だけでない「生きる力」）

６ 新高校指導要領 ①主な改善事項（※５）

○言語活動の充実

○理数教育の充実

・近年の新しい科学的知見に対応する観点から指導内容を刷新

・統計に関する内容を必修化（数学「数学Ⅰ」）

・知識・技能を活用する学習や探究する学習を重視

（〔課題学習〕の導入、「数学活用」の新設等）

・指導内容と日常生活や社会との関連を重視（以下、省略）

→「統計」の導入は、数学科における改善の目玉

７ 新高校指導要領② 統計活用能力が重視された理由（※６）

「実社会や実生活の様々な場面で統計的な知識や技能を活用することと、論理的な思考

力や表現力を育成する」

＜現行＞ ＜改訂＞

・｢数学基礎｣ 身近な統計 ・｢数学活用｣ データの分析

・｢数学Ｂ｣ 統計とコンピュータ ・｢数学Ⅰ｣ データの分析

・｢数学Ｃ｣ 確率分布・統計処理 ・｢数学Ｂ｣ 確率分布と統計的な推測

→①早期に ②できるだけ多くの生徒に「統計リテラシー」の育成することを重視
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８ 新高校指導要領③ 小・中学校との接続（※５）

○教育課程編成時の配慮事項等

・義務教育段階の学習内容の確実な定着を図るための学習機会を設けることを促進

○高等学校数学科の目標

・小学校算数科及び中学校数学科の目標との一貫性

○数学Ⅰの性格

・中学校数学と円滑に接続

９ 小学校との関係（※７）

○「小学校新学習指導要領」

〔１年〕個数を絵や図などで表現

〔２年〕数量の分類整理 簡単な表やグラフ

〔３年〕数量の分類整理 棒グラフ

〔４年〕資料を２つの観点から分類整理 折れ線グラフ

〔５年〕円グラフや帯グラフ 百分率

※算数的活動として、「目的に応じて表やグラフを選び,活用する」

〔６年〕平均 度数分布を表す表やグラフ(中１関連)

10 統計教育に関する指導の見直し（※８）

○「中学校学習指導要領解説（数学編）」

この領域の名称を「資料の活用」としたのは，これまでの中学校数学科における確

率や統計の内容の指導が，資料の「整理」に重きをおく傾向があったことを見直し、

整理した結果を用いて考えたり判断したりすることの指導を重視することを明示す

るためである。

→｢知識・技能｣重視から｢思考力・判断力｣重視へ

11 中学校との接続（※９）

○中学校と高校の指導領域

＜中学校＞ ＜高 校＞

｢Ａ 数と式｣ ｢(1) 数と式｣

｢Ｂ 図 形｣ ｢(2) 図形と計量｣

｢Ｃ 関 数｣ ｢(3) 二次関数」

｢Ｄ 資料の活用｣ 「(4) データの分析」

→円滑な接続が図れる！

○義務教育段階での学習内容の定着

→中学校までの学習内容及び定着度を把握して指導にあたることの重要性
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12 中学校との関係（※８）

○「中学校新学習指導要領」＜中３＞

Ｄ 資料の活用

(1) コンピュータを用いたりするなどして,母集団から標本を取り出し、標本の傾

向を調べることで、母集団の傾向が読み取れることを理解できるようにする。

ア 標本調査の必要性と意味を理解すること。

イ 簡単な場合について標本調査を行い、母集団の傾向をとらえ説明するこ

と。

〔用語・記号〕 全数調査

→「標本調査」の復活

13 中学校との関係（※８）

○「中学校新学習指導要領」＜中１＞

Ｄ 資料の活用

(1) 目的に応じて資料を収集し，コンピュータを用いたりするなどして表やグラ

フに整理し，代表値や資料の散らばりに着目してその資料の傾向を読み取るこ

とができるようにする。

ア ヒストグラムや代表値の必要性と意味を理解すること。

イ ヒストグラムや代表値を用いて資料の傾向をとらえ説明すること。

〔用語・記号〕平均値 中央値 最頻値 相対度数 範囲 階級

→「代表値」の学習が中学校へ（統計活用能力育成の早期化？）

14 用語で見る現行の「データの分析」（※１０）

○改訂版 新編数学Ｂ（数研出版）

第４章 統計とコンピュータ

１．度数の分布

変量・階級・階級の幅・度数・度数分布表・ヒストグラム・度数折れ線

累積度数・累積度数分布表・相対度数・相対度数分布表

２．相関

相関・相関関係・相関図・正の相関・負の相関・相関がない

相関関係がない・相関が強い・相関が弱い・相関表

３．資料の代表値

代表値・平均値・仮の平均・階級値・

中央値＜メジアン＞・最頻値＜モード＞→新たに｢中１｣へ

４．相関係数

範囲・偏差・分散・標準偏差・相関係数

５．コンピュータによる統計処理
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15 新学習指導要領の記述（※５）

○第２章 各学科に共通する各教科 第４節 数学 第２款 各科目

第１ 数学Ⅰ ２ 内容

(4) データの分析

統計の基本的な考えを理解するとともに，それを用いてデータを整理・分析し

傾向を把握できるようにする。

ア データの散らばり

四分位偏差，分散及び標準偏差などの意味について理解し，それらを用い

てデータの傾向を把握し，説明すること。

イ データの相関

散布図や相関係数の意味を理解し，それらを用いて二つのデータの相関を

把握し説明すること。

○高等学校学習指導要領解説 数学編

また，四分位数に関連して箱ひげ図を扱うことも考えられる。

→｢四分位数｣｢箱ひげ図｣の活用 （分布傾向の数値的把握、統計活用能力を重要視）

16 「五数要約」と「箱ひげ図」（※１１）

○「五数要約」→（図示化）→「箱ひげ図」

分布傾向を ①最大値 ②最小値 ③中央値 ④第１四分位数 ⑤第３四分位数

の５つの数値で代表すること。

→「代表値の活用」「図示化」により、 データ全体の傾向が把握がしやすい

１７ 「箱ひげ図」とは？（※５）

最小値，第１四分位数，中央値，第３四分位数，最大値を箱と線（ひげ）を用いて１つ

の図で表したもの

（箱の長さ）＝（四分位範囲）

→全データの真ん中の半数が入っている区間

を表している。



- 6 -

１８ 「四分位数」（※５）

○「四分位数」：代表値の１つ

・第１四分位数 データを昇順に並べたとき、４分の１番目の数。

・第３四分位数 データを昇順に並べたとき、４分の３番目の数。

・第２四分位数 「中央値」に等しい。

１９ 「四分位範囲」と「四分位偏差」（※５，１１）

○「四分位範囲」とは？

「第１四分位数」と「第３四分位数」の差

○分布の代表値として

①正規分布に近い場合

平 均 値 － 標準偏差・分散

（分布の中心） （分布の散らばり）

②はずれ値がある,極端に裾野が広い場合

中 央 値 － 四分位範囲

（分布の中心） （分布の散らばり）

○「四分位偏差」とは？

・「四分位範囲」を２で割った値で、「分布の散らばり」を表す。

２０ なぜ「四分位数」「箱ひげ図」か？

○「箱ひげ図」 ＋（平均値と中央値との差）＋（第１・第３四分位数と中央値との差）

→散らばり具合が把握しやすくなる

→「分散」や「歪度」の視覚的(感覚的)把握、分布全体の視覚的(感覚的)把握

２１ 私の疑問 ～｢平均値｣「中央値」「最頻値」は役立つ？～

○代表値（要約統計量）→資料全体の特徴を表す値

○主な代表値

・平均値(Mean) →（データの総和）／（データの個数）

・中央値(Mode) →データを昇順に並べたとき、中央に来る値

・最頻値(Median)→データを度数分布表に整理したとき、度数が最も大きい階級値

○今までは｢求めて終わり｣ → それぞれの関連性については・・・？
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２２ ｢平均値｣への信頼性

○定期考査の出来・不出来→「平均点」で測る。（絶対的にも、相対的にも）

○お祝いやお返し物の金額→「平均的な予算」を尋ねる。

○教科書にも「最も身近な代表値」（数研出版「改訂版 新編数学Ｂ」）

→「平均値」以外は、あまり使わない。

２３ 平均貯蓄額って本当に実感がありますか？（※１２）

○家計調査年報（平成20年）総務省統計局

２４ 貯蓄現在高の分布のグラフ化（※１２）

２５ データを理解するために

○表値の相互関係の理解 → 代表値それぞれだけでは、全体を把握できない

○度数分布表・ヒストグラムによる把握 → データ整理により「正確に」わかる

グラフ化により「視覚的に」わかる

→「四分位数」｢箱ひげ図｣の活用で改善（高１には適切な内容レベル）

２６ 別な観点から ～代表値の相互関係を理解する～（※１３）

○分布の山が１つで

①分布が左右対称である場合 （平均値）＝（中央値）＝（最頻値）

②分布が左右対称でない場合

ア 右裾が長くのびた分布 （最頻値）＜（中央値）＜（平均値）

イ 左裾が長くのびた分布 （平均値）＜（中央値）＜（最頻値）

→ 「尖度」や「歪度」の視覚的(感覚的)把握、分布全体の視覚的(感覚的)把握

平均値　１６８０万円

中央値　　９９５万円

「貯蓄現在高階級別世帯分布」（対象：二人以上の世帯）

→多くの人が実感なし？

　　↓　そこで、ほかの代表値も考えてみよう！

→３０代には実感なし‥

　　↓　さらに・・・

最頻値　　２００万円未満

※ 実際に･･･全体の約３分の２の世帯が平均値1680万円を下回る。

→一番、実感！
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２７ 「平均値」「中央値」「最頻値」と分布曲線（※１３）

①分布が左右対称である場合

（平均：Mean）＝（中央値：Median）＝（最頻値：Mode）

②分布が左右対称でない場合

ア 右裾が長くのびた分布 （Mode） ＜ （Median） ＜ （Mean）

※アルファベット逆順

イ 左裾が長くのびた分布 （Mean） ＜ （Median） ＜（Mode）

※アルファベット順

２８ 「代表値」の指導に関する疑問

○どの程度まで「平均値」「中央値」「代表値」を中学校で指導されるのか?

→中学校での指導状況に注目

２９ グラフの指導について

○前任校での経験

「総合的な学習に時間」で「どのグラフを使うのがいいの？」という生徒の疑問

→グラフの使い分けに関する知識が十分でなかったのか?

○｢よりよく状況を把握するために｣

→グラフの種類と特性を指導する必要があるのでは？

３０ グラフの種類（表現の目的と方法）（※１４）

① 比較（データの量を比較）

② 内訳（対象としている分類の項目の内訳）

③ 構成のバランス（似ている,または,異なっている項目･特徴）

④ 推移（時間の変化に対応して、値が変化）

⑤ 分布（データの範囲で区間毎の値）

⑥ 相関（複数のデータ間の関連具合の把握）

３１ 目的別のグラフ表現（※１４）
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３２ 主なグラフ表現の種類と用途（※１４）

３３ こんなグラフも学んではどうか?（※１４）

○他教科との関連

○総合的な学習の時間、「課題学習」での活用

３４ 統計に対する生徒の実態（※１５）

○OECD・PISA調査（２００３）高1対象

縦棒が省略された棒グラフとその解説を読み、その解説が不適切であることを指摘す

る問題(盗難事件に関する問題)の完全正答率１１．４％（国際平均１５．４％）

→ 極めて低く、生徒の統計的な見方・考え方は十分ではない。

３５ PISA2000年調査及び2003年調査問題①

○「盗難事件」

あるＴＶレポーターがこのグラフを示し

て、「1999年は1998年に比べて、盗難事

件が激増しています」と言いました。

このレポーターの発言は、このグラフの

説明として適切ですか。適切である、また

は適切でない理由を説明してください。

年間の盗難事件数

小４
・時系列データを線で結び、推移を比較。
・形状で項目の値を把握しやすい。折れ線グラフ

小６
・分布を表現。　
・度数分布表を示した柱状のグラフ
　（連続性・区間を分割）

ヒストグラム

・２つの系列の関連を表現
・２つの値の関連そのものを見る。

・内訳、構成比を表現。（１００％表示）
・帯グラフ→３つ以上の比較でも可。

・中心角を扇形に分割して内訳を表現。
・面積で構成比を比較

・数値の大きさを棒の長さで表現。
・全体構成よりもわずかな差を説明。
・複数項目を選択可能としたアンケートの
　回答の集計結果を表現するのに適する。

用途

高１
（小４？）相関図

小５帯グラフ

小５円グラフ

小３棒グラフ

導入学年グラフの種類

小４
・時系列データを線で結び、推移を比較。
・形状で項目の値を把握しやすい。折れ線グラフ

小６
・分布を表現。　
・度数分布表を示した柱状のグラフ
　（連続性・区間を分割）

ヒストグラム

・２つの系列の関連を表現
・２つの値の関連そのものを見る。

・内訳、構成比を表現。（１００％表示）
・帯グラフ→３つ以上の比較でも可。

・中心角を扇形に分割して内訳を表現。
・面積で構成比を比較

・数値の大きさを棒の長さで表現。
・全体構成よりもわずかな差を説明。
・複数項目を選択可能としたアンケートの
　回答の集計結果を表現するのに適する。

用途

高１
（小４？）相関図

小５帯グラフ

小５円グラフ

小３棒グラフ

導入学年グラフの種類

・最大値、最小値の間隔など幅のあ
　る値を棒で示し、推移を表現。
・は変種。

・属性別に軸を放射状に取り、集計値や
　比率の違いを比較。
・円形目盛の折れ線グラフ

用途

・株価チャート
（変種）

浮動棒
グラフ

・検査・模試等
　のバランス
　シート

レーダー
チャート

例グラフの種類

・最大値、最小値の間隔など幅のあ
　る値を棒で示し、推移を表現。
・は変種。

・属性別に軸を放射状に取り、集計値や
　比率の違いを比較。
・円形目盛の折れ線グラフ

用途

・株価チャート
（変種）

浮動棒
グラフ

・検査・模試等
　のバランス
　シート

レーダー
チャート

例グラフの種類
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３６ PISA2000年調査及び2003年調査問題②（※１６）

○「盗難事件」 レポーターの発言の適切性

（理由説明）

・グラフより事件数を、1998年を「507」, 1999年を「515」とする。

・(データの差) ＝ 515 － 507 ＝ 8

・(データの差)である「8」は、それぞれのデータの２％にも満たない。

∴ 「激増している」という説明は「適切ではない」。

→厳密には、｢検定｣により仮説の有意性を検証

３７ PISA2000年調査及び2003年調査問題③

○問われる力

①グラフから読み取るべきこと

・棒グラフの中下部（大部分）が省略

・全部を示すと、データの差は「大きい」とは認められない。

②数値から読み取るべきこと

・（データの差）は、各データの２％弱。

→ 今の高校生には、この「読み取る力」が不足している

３８ グラフの注意点

○目盛の取り方で差の印象が変わる

○基準線を省略すれば、誤解を与える可能性が・・・

３９ 表計算ソフト「Excel」の機能（※１７）

○[ツール]－[分析ツール]で[基本統計量]を選択

・平均 ・標準誤差 ・中央値(メジアン) ・最頻値(モード)

・標準偏差 ・分散 ・尖度 ・歪度 ・範囲 ・最小

・最大 ・合計 ・標本数

を出力。

４０ 「箱ひげ図」と表計算ソフト（※１８）

Ｑ．表計算ソフト｢Excel｣で作れるか ?

Ａ．簡単にはできない。

〔対応〕・表計算ソフトに慣れていて、グラフ作成の知識があること

が前提で、次のホームページに作り方が出ている。

［参考ホームページ］統計ＷＥＢ Excelによる箱ひげ図の作り方

（社会情報サービス統計調査研究室）

４１ まとめ

○「統計」を学ぶことで、数学的な知識・技術だけでなく、思考力・分析力など多くの

力を身につけることができる。

○「統計リテラシー」を身につけるには、指導内容・方法を工夫して、生徒が「考える」

授業づくりが肝心！
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